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Web版

第１８号 大玉村地域学校協働本部（農村環境改善センター内）

令和６年３月２２日(金)発行 大玉村玉井字西庵 183 ＴＥＬ０２４３－４８－３１３９

本年度のご支援・ご協力、
誠にありがとうございました！

大玉村地域学校協働本部は、今年度もこれまでの実践経験を生かしながら工夫を加え、今でき

ることは何かを追求しながら取り組んでまいりました。

新型コロナウイルス感染症が５類に移行し、日常の生活に戻りつつあった１年ではありました

が、人とのふれあいや関わりを基盤とする本活動にとって現状は厳しいものでした。そのような

中、ボランティアの皆様や各学校・各幼稚園のご理解とご協力をいただきました。本当にありが

とうございました。

来年度も、コミュニティ・スクールと一体となり推進して参りますので、尚一層のご支援とご

協力をよろしくお願いいたします。

家庭教育支援チームでは、すべての乳幼児健診

にお邪魔しています。 おゆずり会

１０ヶ月健診のお子さんには読み聞かせや絵本 ↓

のプレゼントを行う「ブックスタート」事業を、

５才児健診の保護者さんには、サイコロトークで交流の場

を提供しています。

健診終了後には、寄付された絵本や衣類、おもちゃなど

の「おゆずり会」を毎回行い、自由にお持ち帰りいただい

ております。お家に眠っている絵本を掘り起こし、新しい

読者に届けませんか？絵本やおもちゃ等ありましたら、ぜ

ひ改善センターにお届けください。

健診対象保護者・保育所・幼稚園・小学校に配布してい

る子育て通信「たまちゃんネル」では、子育て情報の発信

やＱＲによる子育て相談も行っています。気軽にプチッと

相談してみませんか？お待ちしています。

ブックスタート ↑



- 2 -

今年度実績：ボランティア登録数１２５名

活動要請件数７９件、 活動延べ人数３９８名

令和６年３月１日現在

学校支援ボランティアの皆様には、感染予防対策をとりながら、幼稚園、小・中学校の様々

な活動に参加していただきました。この一年間学校支援活動にご理解とご協力をいただき本当

にありがとうございました。次年度もよろしくお願いいたします。

「キーホルダー製作」 ２月５日（月）

令和６年２月５日（月）、大玉中学校の作業

の授業で「レジンによる小物作り」が行われ、

ボランティアの方から指導していただきまし

た。（これは、今回初めて取り組んだ学習支援

活動です）

生徒たちは、レジン液を使用して、キーホル

ダー製作に熱心に取り組んでいました。ボラン

ティアさんとのコミュニケーションも良好にと

れ、製作する上での質問や要望等、たくさんお

話をすることができました。とても楽しく、充

実した活動でした。

「そり教室」 ２月２７日（火）

今年は雪不足で、そり教室が延期になってい

ましたが、２月２７日(火)玉井小学校２学年の

児童が、安達太良高原スキー場でそり教室を開

催することができました。あいにく強風の中で

したが、子どもたちは、元気に楽しく滑ってい

ました。ボランティアの皆様から、「子どもた

ちの楽しそうでにぎやかな歓声があって、とて

もいい時間を過ごせました。元気をもらいまし

た。」と感想をいただきました。

★自分の特技を生かして子育て支援に関わりたい。 ボランティア活動には実にさまざまな種

★地域の子どもたちと仲良くなりたい。 類の支援があり、多種多様な人材が必

★家庭の外での子どもたちの姿を知りたい。 要になっております。

「できる人が できる時に できることを」

活動できる方、ぜひ左記のＱＲをクリックしてい

ただき、ご登録をお願いします。不明な点がご

ざいましたら下記までご連絡ください。

※ ボランティア登録申込みは随時受付けております。

《連絡先》 大玉村教育委員会 生涯学習課 ℡ ４８－３１３９ Fax４８－３４９３
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今年度の放課後子ども教室も無事終了しまし

た。ご協力頂きました地域ボランティア、大学

生ボランティア、保護者ボランティアの皆様方、

本当にありがとうございました。

子どもたちは、この１年間たくさんのことを学び、感じたことと思います。自分の思い通りにな

らなかったり、放課後で疲れていたりして楽しいことばかりではなかったかもしれませんが、大

人になった時にふと「公民館でこんなことしたなあ」と思い出してもらえたらとても嬉しいです。

大 山 教 室 ～ 水 引 作 り ～ 玉 井 教 室～音楽に合わせて体を動かそう～
講師の先生

少し難しい活 と一緒に体

動でしたが、 を動かしま

ボランティア した。体力

さんのおかげ ＵＰ!!
で全員完成す

ることができ

ました。

～ キンボールに挑戦 ～ ～ おやつ作り ～

チームで協力 フルーチェを使

してボールを って、簡単パフ

飛ばしたり、 ェ を 作 り ま し

キャッチした た！

り、寒さを吹 自分で作ったパ

き飛ばして楽 フェの味はどう

しみました。 だったかな？

～ 工作で遊ぼう ～ ～ ドッジビー大会 ～

トイレットペーパーの ボールの代わり

芯を使って弓矢 に、フリスビー

を作りました。 を使ったドッジ

的に当てられたか ボールをしまし

な？ た。真っ直ぐ飛

ばすのは結構難

しかったね！

～ アロマジェルポット作り ～ ～ 他の活動の様子から ～

保冷剤を使って

簡単芳香剤を作

りました!!
家でも手軽にで

きそうですね。

ボランティアさんに遊んでもらったり、勉強

を教えてもらったりしました。
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令和５年度「地域学校協働本部事業」アンケート集計結果より（ 概要 ）
【連携・協働活動】 (令和５年１２月実施)

＜感想等＞ 注:○子 …児童・生徒

○子 オータム・フェスタのむかし遊びで、おじいさんやおばあ
さんにおしえてもらい楽しかったです。

○子 読みきかせを聞かせてもらった時や、話を聞いている時に
まだ知らなかった言葉などがありすごく学べました。

○子 地域の方々と関わることで、何でも分かっていたと思って
いた大玉村の新しい魅力に気づけた。また、先人の知恵を受け

継ぐことで、何でも便利になった今の生活のありがたさ、機械

に頼りすぎず自分で考え行動することの大切さを学んだ。

＜感想等＞ 注:○ボ 学校支援ボランティア

○ボ 学校行事へ地域のボランティアが参加し、子どもたちと活動

している風景がおおたま広報などに記載されていると目に止ま

ります。様々な風景がもっと周知されていくと、村民に今まで

以上に興味をもってもらい、特技を持っている方が活動に参加

することに繋がっていくような気がします。

○ボ 学校側の要望が具体的に分かると活動しやすい。事前の打ち

合わせが大切だと思いますが、なかなか時間がとれないまま活

動に入ってしまうことがありました。

児
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ボ
ラ
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テ
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ア

とてもあてはま

る 51%

まあまあ

あてはま

る

43%

あまりあてはまら

ない 3%

無答 3%

①ボランティアとして教育活動に参加す

ることが楽しい

とてもあてはま

る 51%
まあまああてはま

る 36%

あまりあてはまら

ない 6%

ほとんどあてはまら

ない 2%

無答5%
②活動を通して自分の学ぶ機会が増えた

とてもあては

まる 31%

まあまああてはま

る 39%

あまりあてはまら

ない 18%

ほとんどあてはまら

ない 10%

無答 5%

③教職員との連携がとれ、円滑に活動することがで

きている

とてもあてはまる
73%

まあまああてはま

る 27%

①地域人材を活用することで、様々な

体験の機会が増え、教育活動の充実に

つながっている

とてもあてはまる
72%

まあまああて

はまる 28%

②子どもたちは、地域の方々との交

流を楽しんでいる

とてもあてはまる
86%

まあまああては

まる14%

②地域の方々と一緒に活動できるのがうれしい

とてもあてはまる
90%

まあまああてはまる10%

③自分が住んでいる地域が好きだ

とてもあてはまる

73%

まあまああてはまる 23%

あまりあてはまら

ない 3% ほとんどあてはま

らない 1%

①地域の方々からいろんなことを学ぶことがある
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＜感想等＞ 注:○教 …教職員

○教 いつもお世話になっていてありがたく思っています。地域の
皆様との交流で、家族や教師とは違う関わりをもつことで、プ

ラスになる部分がたくさんあると思います。今後もよろしくお

願いします。

○教 連携担当者だけでなく、実際に活用している各担任が、本事
業についてきちんと理解する必要があると感じています。また、

協力してくださる方と担任との間で、学習活動のねらいを共有

することが必要だと思います。（ボランティアの方に何でもお任

せしてしまいがちなので…）

【放課後子ども教室】

＜感想等＞注: ○ボ 放課後子ども教室ボランティア

○子 ふだん友達となかなか遊べない遊びができて楽
しいです。また野菜のしゅうかくや火起こし体験

などやったことのないことをやるのも一つの経験

として大切だと思いました。

○子 いろんな活動ができ、その中でも同じ班の４・
５年生と楽しく話す機会があって、仲良くなれて

良かった。毎回おやつもごうかでうれしい。友だ

ちといっしょに宿題ができるので早く終わる。

○子 放課後子ども教室は、友達や大人の人たちと協
力したり、仲が深まったりしてとても楽しいし、

しょう来役立つからです。一人一人がやさしいか

らいいと思った。

○ボ 子どもだちが、仲良く楽しそうに過ごせれば何でもよいと思いますが、子どもたちの安全が第一です。

○ボ 今年は、クリーン商会見学があり、大玉村の会社を知ることが出来て良かったと思います。大玉村にある店
や会社の見学が今後も出来れば子どもたちも大玉村のことをもっと知ることができるのかなあと思いました。

○保 今後も続けて欲しい。上下関係ができで良い。協力性ができている。

○保 色々な経験をさせて頂いて、子どもたちも毎週楽しみに参加しております。これからも、子ども同士、地域
の方などと、色々と学んでいければうれしく思います。

放
課
後
子
ど
も
教
室

ボ
ラ
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ア

児

童

保

護

者

とてもあてはま

る46%

まあまああて

はまる52%

あまりあてはま

らない2%

④学校と地域の連携が深まり、社会に開かれ

た教育活動の実現につながっている

1.楽しい
88%

2.まあまあ楽しい
11%

3.あまり楽しくない
1%

②参加して楽しいですか？
1.友だちと一緒に
活動できる38%

2.いろんな活動
ができる 52%

その他10%

③ ②で答えたわけは何ですか?

１充実している57%

２普通33%

①実施している活動内容について

１非常に感じている
15%

２それなりに感じ

ている 85%

③ ボランティアとしてのやりがい・充実感

１活動的になった
41%

２友だちが増えた
28%

３協調性が出てき

た 18%

４学習意欲が向

上した 11%
その他 2%

②お子さんにどのような変化がありましたか？


